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（株）ファンケルスマイル 
会長 浅井 輝生さん／指導員 長瀬 誠さん 

 
株式会社ファンケルスマイルは、株式会社ファン

ケルの特例子会社で、平成１１年２月に設立されま

した。障害のある社員３７名（うち重度１８名）、指

導員４名、管理者５名の職場です。 

主な業務には、親会社のダイレクトメールの封

入・封緘・発送作業や、商品の梱包・出荷作業、コ

ピーサービ

ス、社屋内外

の清掃作業

などがあり

ます。 

こ こ で 働

く平野邦子

さんには、重

度（Ａ２）の

知的障害が

あります。今回は、この平野さんを戦力として雇用

している元社長（現会長）の浅井輝生
て る お

さんと、指導

員の長瀬誠さんにお話をお聞きしました。 
 
  

平野さん採用の経緯           
平野さんはファンケルスマイルの設立に先立つ平

成１０年９月、親会社にて採用されました。当時の

平野さんの仕事は、毎日単純作業の繰り返しで、ほ

かの社員とのコミュニケーションもほとんどなかっ

たそうです。 

 平野さんはその後、ファンケルスマイルの設立と

同時に、親会社からファンケルスマイルに異動して

きました。その頃の平野さんについて、浅井さんは

言います。「発する言葉は独り言ばかりで、時々トイ

レの便器にトイレットペーパーを大量に詰め込むな

どという行為が見られました」。 

 浅井さんはこういう行為は、単純作業と孤独によ

るストレスが大きな原因であると考え、社内で平野

さんとうまくコミュニケーションをとるよう努めた

そうですが、なかなかうまく行かない日々が続いた

そうです。 

 

 

 

 

 

 
 
  

きっかけ                
平成１２年のある日、指導員の長瀬さんは、平野

さんがきちんとした文章を書けることに気づきまし 

た。長瀬さんは、「文章によるコミュニケーションな

らうまく行くかもしれない」と思い、平野さんとの

交換日誌を始めたそうです。予想は的中し、日誌を

通じて言葉では難しかった豊かなコミュニケーショ

ンが図れたそうです。そしてこの日誌は約２年間続

きました。 

この交換日誌をきっかけに、徐々に平野さんの独

り言は減り、ある程度の会話も可能になり、与えら

れた仕事をきっちりとこなすようになっていったそ

うです。そして段々と職場の人気者になっていった

そうです。 

浅井さんは言います。「コミュニケーションをと

ること、誉めてあげること、評価してあげることと

いうのは、人の成長にとってとても大切なことだと

思います。彼女が変わったきっかけも、そこにある

のだと思っています」。 
 

平野さんの今              
平野さんはもともと漢字をよく知っており、数字

の計算能力も非常に高いそうです。また、人並みは

ずれた記憶力を持っており、一度聞いた人の名前と

生年月日は二度と忘れないという特技を持っている

そうです。 

このような能力が見込まれ、いま平野さんは、フ

ァンケルスマイル内での作業の傍ら、隣接する旧本

社ビル１階の売

店に立ち、接客や

レジ打ちの業務

をしています。 

お客さんとの

きちんとした会

話は困難ですが、

驚異の記憶力を

披露するなどし

て、かなりの人気者になっているそうです。   

 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 浅井さんは言います。「どんな子にもできること

はあります。企業がそれを見極める努力をすれば、

その子を生かしていくことが、必ずできると思って

います」。 

Ⅲ 雇用現場からのメッセージ 
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富士ソフト企画（株） 
元社長・前取締役相談役 早津宗彦さん 

 
富士ソフト企画

（株）は、ソフト

ウエア企業である

富士ソフト（株）

の子会社で、平成

12 年に特例子会

社の認定を受けま

した。 

現在 169 人の社員のうち 123 人が障害者で、その

内訳は、身体障害 51 人、精神障害 51 人、知的障害

21 人となっています。 

業務としては、名刺作成、データ入力、ホームペ

ージ作成といった情報サービスの他、損保の代理店

業務、本社ビル等の管理なども手がけています。 
 

富士ソフト企画（株）設立の経緯        
富士ソフト企画（株）は平成３年に設立された会

社ですが、早津さんが社長として着任した平成12年、

特例子会社として生

まれ変わりました。 

特例子会社設立時

は、身体障害者３名

のみでのスタートで

仕事もなく、初代社

長の早津さんは、ど

うしたらうまく会社

を軌道に乗せられるか悩んだ時期もあったそうです。 

早津さんは、仕事をもらうために本社の様々な部

署に頭を下げて回りましたが、その結果徐々に仕事

が来るようになっていきました。 

早津さんはその頃を振り返って言います。「当時

採用したのは身体障害者の方だけでした。知的障害

者の方の実習依頼・雇用依頼もたくさんあったので

すが、私自身が知的障害者とどのように接すればよ

いかわからず、断り続けていたんです」。 
 

知的障害者の受け入れ          
そんな早津さんのイメージを変えたのは、横浜市 

西部就労支援センターから迎えたひとりの実習生だ 

ったと言います。「パソコンが得意な実習希望者が 

いるのでぜひ」というセンターからの熱心なアプロ 

ーチに対し、早津さんは、「実習だけなら」というこ

とで、はじめて知的障害者を受け入れたそうです。

そしてそれが、早津さんの知的障害者に対する見方 

 

を１８０度変えるきっかけになったそうです。 

人並み以上にまじめで、パソコンの操作にも長け

ているその実習生と接して早津さんは、自分が今ま 

でどれだけ偏見に満ちた目で知的障害者を見てきた

かということに気づかされたそうです。そして、「知

的障害者は十分戦力になる」と思ったそうです。 
 

名刺やｗｅｂページの作成も       
こうしたできごとを経て、富士ソフト企画（株）

では、平成１３年から知的障害者の雇用を積極的に

進めるようになりました。 

現在富士ソフト企画（株）では、多くの知的障害

のある社員が、名刺やｗｅｂページの作成等、パソ

コンを駆使し

た業務に携わ

っていますが、

雇用を始めた

当初はほかの

社員から、「無

理 で は な い

か？」という反

対の声も出た

そうです。しかし早津さんはそれを制して、知的障

害のある社員にさまざまなチャレンジをさせるよう

にしました。 

早津さんは言います。「彼らはやればできます。最

初から無理だと決めつけていては何も始まらない」。 

富士ソフト企画（株）には肢体不自由や精神障害

のある社員も多く働いていますが、そういう周囲の

社員が指導したり相談にのったりすることにより、

知的障害のある社員のパソコンのスキルは、めざま

しく伸びていくそうです。 

入社前は全くパソコンを使えなかったのに、今で

はｗｅｂページの作成もできるようになった社員も

いるとのことです。 

この職場で彼らは、生き生きと輝いて見えます。 
 

 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 
 

過去を振り返って早津さんは言います。「私は障害

者雇用に対して崇高な思想は全く持っていませんで

した。彼らには、当社の戦力として働いてもらえれ

ばそれでよかったんです」。 

そんなクールな企業人

だった早津さんは今、地元

相模原市で、障害者の働く

場を広げるためのＮＰＯ

法人設立に向けて飛び回

っています。 

ＭＥＳＳＡＧＥ ２

 




